
防災フレームワーク 
 

日本防災士会会員が日常において、どのような活動を進めるべきかの指標とし

て、「防災フレームワーク」を示す。 
 
活用の手順 ： 地域のハザードマップ等を参考に①対象災害を定め、②被害

を時系列で想定し、③想定被害の事前対策を検討した後、④準備・訓練のスキ

ルを明確にして、自主防災組織などの⑤短・中・長期の防災計画を立案する。 
対象 ： 地震、風水害、土砂災害、火山災害、雪害、感染症など  
 
表：地震の事例                     

①②被害の種類 ③事前対策 ④⑤準備、訓練 
家屋の倒壊 耐震性の向上 耐震診断、耐震補強 

救出・救助訓練 
家具の飛散 家具の固定 

ガラス飛散対策 
家具等転倒防止活動 
救出・救助訓練 

出火 初期消火 消火訓練 
津波 避難 避難訓練 
通報 防災無線等の充実 無線などの整備と訓練 
情報収集と伝達 伝達網の整備 伝達訓練 
安否確認 安否確認網の整備 安否確認訓練 
避難誘導 避難誘導 避難誘導訓練 
要援護者支援 避難援助 名簿の作成 

避難援助の担当者検討 
避難所の被災 地域、避難所の状況確認 行政への情報提供訓練 
避難所の運営・管理 マニュアルの整備 マニュアル実地訓練 
避難所の給食・給水 備蓄 給水設備の確認 

備蓄計画の立案 
試食・試飲訓練 
反復炊き出し訓練 

避難所の要援護者の 
生活支援 

支援内容の把握 要援護者の支援具体化 

余震 応急処置の資器材備蓄 使用訓練 
健康管理 健康二次災害防止 チェックリストの作成 
自宅・車避難生活 生活課題調査 ライフラインの無い生活

体験 
自宅・車避難者 

の給食・給水 
水、食料、災害時トイレ

の備蓄、買い置きの推進 
試食・使用訓練 

災害ボランティア ボランティアセンター運

営マニュアルの整備 
マニュアル訓練、改善 
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自宅を前提に 

①②被害の種類 ③事前対策 □該当項目をチェックしてください 
ハザードマップの

入手 
 □ 入手している 

□ 入手していない 
家屋の倒壊 耐震性の向上 □耐震診断している 

□必要な耐震補強をしている 
□家族の救出・救助対策をしている 

家具の飛散 家具の固定 
ガラス飛散対策 

□家具等転倒防止をしている 
□応急処置対策をしている 

出火 初期消火 □消火訓練をしている 
津波 避難 □避難訓練をしている 
通報 防災無線等の充実 □携帯電話の充電対策をしている 

□無線などの整備と訓練をしている 
情報収集と伝達 伝達網の整備 □家族との伝達方法を決めている 
安否確認 安否確認網の整備 □家族との安否確認方法を決めている 
避難誘導 避難誘導 □家族の避難場所を確認している 
要援護者支援 避難援助 □家族の支援方法を決めている 
避難所生活 地域、避難所の状

況確認 
□家族の避難所生活を具体的に想定

し、持ち出し用品、防災グッズを決

めている。 
避難所の給食・給水 備蓄 □備蓄内容を家族と相談してい   

る 
□試食・試飲を全員がしている 
□ライフラインの無い生活が続くこと

を想定し、対策を相談している。 
避難所の要援護者

の生活支援 
支援内容の把握 □ 介護の必要な高齢者、乳幼児などの 

被災生活を想定し準備している 
健康管理 健康管理マニュア

ル整備 
□家族の治療薬、食事療法などに関す

る情報を取りまとめている。 
自宅・車避難者 

の給食・給水 
水、食料、災害時

トイレの備蓄、買

い置きの推進 

□試食・使用訓練をしている 

帰宅困難、出社困難 通勤方法 □ 方法について計画している 
□ 徒歩通勤訓練をしている 
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